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(57)【要約】
【課題】　聴取者の好みや種々の用途等に応じて音質の
調整を容易に行うことができる音響調整方法を提供する
。
【解決手段】　本発明の音響調整方法は、音声信号に所
定の調整を施してから音響出力装置に入力する音響調整
方法であって、該調整において、該音声信号の位相周波
数特性を振幅周波数特性とは独立して変更させる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声信号に所定の調整を施してから音響出力装置に入力する音響調整方法であって、
　前記調整において、表示装置の同一の画面上に所望の位相周波数特性曲線と所望の振幅
周波数特性曲線とを表示させ、前記所望の位相周波数特性曲線によって表される位相周波
数特性に基づいて前記音声信号の位相周波数特性を振幅周波数特性とは独立して変更させ
るとともに、前記所望の振幅周波数特性曲線によって表される振幅周波数特性に基づいて
前記音声信号の振幅周波数特性を位相周波数特性とは独立して変更させる、音響調整方法
。
【請求項２】
　前記調整において、前記表示装置の画面上に表示された位相周波数特性曲線上の操作子
であって、中心周波数と周波数帯域幅と中心周波数の位相角度とのそれぞれに対応する前
記操作子を操作することにより、中心周波数と周波数帯域幅と中心周波数の位相角度とが
１または複数組指定され、この指定により特定される位相周波数特性を表す前記所望の位
相周波数特性曲線を表示させる、請求項１に記載の音響調整方法。
【請求項３】
　前記調整において、前記表示装置の画面上に描画することにより前記所望の位相周波数
特性曲線を表示させる、請求項１に記載の音響調整方法。
【請求項４】
　前記調整において、前記表示装置の画面上に予め表示される位相周波数特性曲線を操作
することにより前記所望の位相周波数特性曲線を表示させる、請求項１に記載の音響調整
方法。
【請求項５】
　前記調整において、前記表示装置の画面上に表示された位相周波数特性曲線上の操作子
であって、中心周波数と周波数帯域幅と中心周波数の位相角度とのそれぞれに対応する前
記操作子を操作することにより、中心周波数と周波数帯域幅と中心周波数の位相角度とが
１または複数組指定され、この指定により特定される位相周波数特性を表す前記所望の位
相周波数特性曲線を表示させるとともに、前記表示装置の画面上に表示された振幅周波数
特性曲線上の操作子であって、中心周波数と周波数帯域幅と利得とのそれぞれに対応する
前記操作子を操作することにより、中心周波数と周波数帯域幅と利得とが１または複数組
指定され、この指定により特定される振幅周波数特性を表す前記所望の振幅周波数特性曲
線を表示させる、請求項１に記載の音響調整方法。
【請求項６】
　前記調整において、前記表示装置の画面上に描画することにより前記所望の位相周波数
特性曲線を表示させるとともに、前記表示装置の画面上に描画することにより前記所望の
振幅周波数特性曲線を表示させる、請求項１に記載の音響調整方法。
【請求項７】
　前記調整において、前記表示装置の画面上に予め表示される位相周波数特性曲線を操作
することにより前記所望の位相周波数特性曲線を表示させるとともに、前記表示装置の画
面上に予め表示される振幅周波数特性曲線を操作することにより前記所望の振幅周波数特
性曲線を表示させる、請求項１に記載の音響調整方法。
【請求項８】
　前記音響出力装置がスピーカを有し、
　前記調整において、さらに、前記スピーカの位相周波数特性と総合することによって他
の特定のスピーカの位相周波数特性と同一となるような位相周波数特性に基づいて、前記
音声信号の位相周波数特性を変更させる、請求項１に記載の音響調整方法。
【請求項９】
　前記音響出力装置がスピーカを有し、
　自身の位相周波数特性を振幅周波数特性とは独立して設定することができ、前記音声信
号を入力し前記調整を行わせるフィルタ装置を用意し、
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　前記調整において、さらに、前記フィルタ装置と前記スピーカとの総合の位相周波数特
性が、他の特定のスピーカの位相周波数特性と同一となるように、前記フィルタ装置の位
相周波数特性を設定する、請求項１に記載の音響調整方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、音声信号の位相周波数特性を調整する音響調整方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、音響装置では、そのシステム全体の振幅周波数特性及び位相周波数特性が平坦な
直線状になるようにイコライズするために、ＦＩＲ（有限インパルス応答）フィルタを用
いているものがある。なお、位相周波数特性とは、一般に位相特性などと言われるもので
あって、周波数を横軸に位相を縦軸に記して表される特性のことを言う。また、振幅周波
数特性とは、オーディオ業界において一般に周波数特性などと言われるものであって、周
波数を横軸に振幅を縦軸に記して表される特性のことを言う。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、ＦＩＲフィルタが用いられて、スピーカから出力される音響
の位相周波数特性が直線性を有するようにＦＩＲフィルタの係数が設定された構成が記載
されている。
【０００４】
　一方、特許文献２には、オペアンプを用いて構成された１８０度移相回路を少なくとも
３段縦続接続した構成とし、可聴周波数の範囲における周波数の対数的な増加に対応して
音声入力信号の位相を漸次遅らせて可聴周波数の範囲においてトータルで４５０度～６０
０度の範囲の位相遅れを発生する位相周波数特性をもつ音質改善回路が示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０００－９１８６５号公報
【特許文献２】特開２００５－１４３０９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記の特許文献１の技術では、スピーカから出力される音響の位相周波数特性が直線性
を有するように設定されている。また、特許文献２の技術では、周波数の対数的な増加に
対応して直線的な傾きで位相を遅らせるように構成されている。このようにこれらの従来
技術では、予めどのような位相周波数特性にするかが定められているため、聴取者の好み
や種々の用途等に応じて音質の調整を行うことが困難である。
【０００７】
　本発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、聴取者の好みや種々の用
途等に応じて音質の調整を容易に行うことができる音響調整方法を提供することを目的と
している。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するために、本発明の音響調整方法は、音声信号に所定の調整を施して
から音響出力装置に入力する音響調整方法であって、前記調整において、表示装置の同一
の画面上に所望の位相周波数特性曲線と所望の振幅周波数特性曲線とを表示させ、前記所
望の位相周波数特性曲線によって表される位相周波数特性に基づいて前記音声信号の位相
周波数特性を振幅周波数特性とは独立して変更させるとともに、前記所望の振幅周波数特
性曲線によって表される振幅周波数特性に基づいて前記音声信号の振幅周波数特性を位相
周波数特性とは独立して変更させる。
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【０００９】
　この方法によれば、位相周波数特性を振幅周波数特性とは独立して変更させることによ
り、従来では実現できなかった音質の調整が可能になる。例えば、ある帯域において、振
幅を変化させずに位相を進めることにより、位相を進めた帯域の音がより強調された聞こ
え方になり、かつ騒々しく聞こえなくなるなど従来では実現できなかった調整ができるよ
うになり、聴取者の好みや種々の用途等に応じて音質の調整を容易に行うことができる。
【００１０】
　また、前記調整において、前記表示装置の画面上に表示された位相周波数特性曲線上の
操作子であって、中心周波数と周波数帯域幅と中心周波数の位相角度とのそれぞれに対応
する前記操作子を操作することにより、中心周波数と周波数帯域幅と中心周波数の位相角
度とが１または複数組指定され、この指定により特定される位相周波数特性を表す前記所
望の位相周波数特性曲線を表示させるようにしてもよい。
【００１１】
　また、前記調整において、前記表示装置の画面上に描画することにより前記所望の位相
周波数特性曲線を表示させるようにしてもよい。
【００１２】
　また、前記調整において、前記表示装置の画面上に予め表示される位相周波数特性曲線
を操作することにより前記所望の位相周波数特性曲線を表示させるようにしてもよい。
【００１３】
　また、前記調整において、前記表示装置の画面上に表示された位相周波数特性曲線上の
操作子であって、中心周波数と周波数帯域幅と中心周波数の位相角度とのそれぞれに対応
する前記操作子を操作することにより、中心周波数と周波数帯域幅と中心周波数の位相角
度とが１または複数組指定され、この指定により特定される位相周波数特性を表す前記所
望の位相周波数特性曲線を表示させるとともに、前記表示装置の画面上に表示された振幅
周波数特性曲線上の操作子であって、中心周波数と周波数帯域幅と利得とのそれぞれに対
応する前記操作子を操作することにより、中心周波数と周波数帯域幅と利得とが１または
複数組指定され、この指定により特定される振幅周波数特性を表す前記所望の振幅周波数
特性曲線を表示させるようにしてもよい。
【００１４】
　また、前記調整において、前記表示装置の画面上に描画することにより前記所望の位相
周波数特性曲線を表示させるとともに、前記表示装置の画面上に描画することにより前記
所望の振幅周波数特性曲線を表示させるようにしてもよい。
【００１５】
　また、前記調整において、前記表示装置の画面上に予め表示される位相周波数特性曲線
を操作することにより前記所望の位相周波数特性曲線を表示させるとともに、前記表示装
置の画面上に予め表示される振幅周波数特性曲線を操作することにより前記所望の振幅周
波数特性曲線を表示させるようにしてもよい。
【００１６】
　また、前記音響出力装置がスピーカを有し、前記調整において、さらに、前記スピーカ
の位相周波数特性と総合することによって他の特定のスピーカの位相周波数特性と同一と
なるような位相周波数特性に基づいて、前記音声信号の位相周波数特性を変更させるよう
にしてもよい。この方法によれば、該スピーカによって該他の特定のスピーカの位相周波
数特性を模擬することができる。
【００１７】
　また、前記音響出力装置がスピーカを有し、自身の位相周波数特性を振幅周波数特性と
は独立して設定することができ、前記音声信号を入力し前記調整を行わせるフィルタ装置
を用意し、前記調整において、さらに、前記フィルタ装置と前記スピーカとの総合の位相
周波数特性が、他の特定のスピーカの位相周波数特性と同一となるように、前記フィルタ
装置の位相周波数特性を設定するようにしてもよい。この方法によれば、該スピーカによ
って該他の特定のスピーカの位相周波数特性を模擬することができる。
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【発明の効果】
【００１８】
　本発明は、以上に説明した構成を有し、聴取者の好みや種々の用途等に応じて音質の調
整を容易に行うことができる音響調整方法を提供することができるという効果を奏する。
【００１９】
　本発明の上記目的、他の目的、特徴、及び利点は、添付図面参照の下、以下の好適な実
施態様の詳細な説明から明らかにされる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】図１は、本発明の実施形態の音響調整方法を実行する音響調整装置を用いた音響
装置の構成の一例を示すブロック図である。
【図２】図２は、本発明の実施形態におけるＦＩＲフィルタの構成の一例を示す回路図で
ある。
【図３】図３は、本発明の実施形態における第１構成例の操作入力部の表示画面を示す図
である。
【図４】図４は、本発明の実施形態における第２構成例の操作入力部の表示画面を示す図
である。
【図５】図５は、本発明の実施形態における第６構成例の操作入力部の表示画面を示す図
である。
【図６】図６は、本発明の実施形態における第７構成例の操作入力部の表示画面を示す図
である。
【図７】図７は、本発明の実施形態における第８構成例の操作入力部の表示画面を示す図
である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を、図面を参照しながら説明する。
【００２２】
　図１は、本発明の実施形態の音響調整方法を実行する音響調整装置を用いた音響装置の
構成の一例を示すブロック図である。
【００２３】
　この音響装置は、フィルタ装置である音響調整装置１と、音響調整装置１に接続された
Ｄ／Ａ（デジタル／アナログ）変換器２と、音響調整装置１の後段にＤ／Ａ変換器２を介
して接続された音響出力装置とが備えられている。
【００２４】
　音響出力装置には、Ｄ／Ａ変換器２に接続された増幅器３と、増幅器３に接続されたス
ピーカ４とが備えられている。
【００２５】
　音響調整装置１には、ＦＩＲ（有限インパルス応答）フィルタ１１と、フィルタ係数設
定手段として機能する演算制御部１２と、変更特性指定手段として機能する操作入力部１
３とが備えられている。この音響調整装置１のＦＩＲフィルタ１１が、音響装置の外部入
力端子ＩＮとＤ／Ａ変換器２とを接続する信号線の途中に挿入されている。
【００２６】
　ＦＩＲフィルタ１１では、デジタル信号処理が行われ、例えばマイクロホンから出力さ
れるアナログ音声信号がＡ／Ｄ変換されたデジタル音声信号、あるいはＣＤプレーヤ等の
記録媒体再生装置から出力されるデジタル音声信号が、音響装置の外部入力端子ＩＮを介
して入力される。ＦＩＲフィルタ１１にて所定の処理（フィルタリング）が施された信号
は、Ｄ／Ａ変換器２に入力されてアナログ信号に変換され、さらに増幅器３によって電力
増幅されてスピーカ４へ出力され、スピーカ４から拡声音（音響信号）として出力される
。
【００２７】



(6) JP 2013-102476 A 2013.5.23

10

20

30

40

50

　図２は、ＦＩＲフィルタ１１の構成の一例を示す回路図である。
【００２８】
　このＦＩＲフィルタ１１には、ｎ個の縦続接続された遅延回路２１と、（ｎ＋１）個の
乗算器２２と、加算器２３とを備えている。各遅延回路２１では、それぞれの入力信号を
サンプリング周期だけ遅延させて出力し、各乗算器２２では、それぞれに対応して設定さ
れるフィルタ係数ｈｋ（ｋ＝０～ｎ）を入力信号に乗算して出力し、各乗算器２２の出力
が加算器２３で加算されて出力される。このようなＦＩＲフィルタ１１では、フィルタ係
数ｈｋを設定することによって振幅周波数特性（以下、「振幅特性」という）と位相周波
数特性（以下、「位相特性」という）とが定まる。
【００２９】
　ここで、位相特性とは、周波数を横軸に位相を縦軸に記して表される特性のことを言う
。また、振幅特性とは、周波数を横軸に振幅（例えば、ゲイン）を縦軸に記して表される
特性のことを言う。
【００３０】
　演算制御部１２は、例えばマイクロコンピュータによって構成され、操作入力部１３の
操作に応じたフィルタ係数ｈｋを導き出してＦＩＲフィルタ１１に設定する。各フィルタ
係数ｈｋは各乗算器２２の利得として設定される。後述の第１～第３構成例の場合には、
演算制御部１２は、操作入力部１３の操作によって指定された振幅特性及び位相特性に応
じたフィルタ係数ｈｋを算出し、ＦＩＲフィルタ１１に設定する。この場合、その周波数
特性（振幅特性及び位相特性）の情報を逆高速フーリエ変換（逆ＦＦＴ）等を行うことに
よってフィルタ係数ｈｋを求めることができる。
【００３１】
　操作入力部１３では、操作者によって、例えばＦＩＲフィルタ１１に設定される振幅特
性及び位相特性を指定するための操作が行われる。操作入力部１３は、後述の第１～第３
構成例の場合には、例えば、液晶ディスプレイとペンタブレットとを統合した液晶ペンタ
ブレット等を用いて構成される。この場合、振幅特性と位相特性を入力するための表示画
面が表示され、ポインティングデバイスとしてスタイラスペンを用いる。
【００３２】
　以下、各構成例について述べるが、各構成例では、操作入力部１３及び演算制御部１２
の構成が異なり、他の構成については同じである。
【００３３】
　（第１構成例）
　図３は、第１構成例の操作入力部１３の表示画面を示す図である。
【００３４】
　この図３に示された表示画面３１の場合、その画面の左側下部領域が振幅特性を指定す
るための振幅特性指定領域であり、左側上部領域が指定される振幅特性を振幅特性曲線３
４で表示する振幅特性表示領域である。また、画面の右側下部領域が位相特性を指定する
ための位相特性指定領域であり、右側上部領域が指定される位相特性を位相特性曲線３５
で表示する位相特性表示領域である。
【００３５】
　振幅特性指定領域には、例えば可聴周波数（２０Ｈｚ～２０ｋＨｚ）の範囲内で予め設
定された複数の周波数の各々におけるゲイン（利得）を設定するためのゲイン調整用操作
子３２が表示されている。同様に、位相特性指定領域には、上記の可聴周波数の範囲内で
予め設定された複数の周波数の各々における位相を設定するための位相調整用操作子３３
が表示されている。例えば、上記の予め設定された複数の周波数が１０個とした場合には
、図中、左から右へ並んだゲイン調整用操作子３２及び位相調整用操作子３３のそれぞれ
は、左から順に、例えば、３１Ｈｚ、６２Ｈｚ、１２５Ｈｚ、２５０Ｈｚ、５００Ｈｚ、
１ｋＨｚ、２ｋＨｚ、４ｋＨｚ、８ｋＨｚ、１６ｋＨｚの周波数のものに対応する。また
、これらの周波数の数値については、表示画面３１に表示されるが、図３ではその図示を
省略している。
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【００３６】
　操作者はスタイラスペンを用いて、所望の振幅特性となるように各ゲイン調整用操作子
３２の位置を上下に移動（ドラッグ）させて各周波数におけるゲインを設定する。同様に
、所望の位相特性となるように各位相調整用操作子３３の位置を上下に移動させて各周波
数における位相を設定する。そして、各ゲイン調整用操作子３２の位置に対応する振幅特
性曲線３４が表示され、各位相調整用操作子３３の位置に対応する位相特性曲線３５が表
示される。なお、各ゲイン調整用操作子３２，各位相調整用操作子３３は、一度も設定が
行われていない初期状態としては、例えば、各周波数におけるゲインあるいは位相が０に
設定された状態として表示される。
【００３７】
　以上に述べた図３に示す表示画面３１が表示される操作入力部１３では、例えば表示画
面３１上の「確定」ボタン（図示せず）をスタイラスペンで触れることにより、各ゲイン
調整用操作子３２の位置を示す表示情報と、各位相調整用操作子３３の位置を示す表示情
報とを演算制御部１２へ出力する。これにより、ＦＩＲフィルタ１１に設定しようとする
振幅特性と位相特性とが操作入力部１３によって指定される。演算制御部１２では、各ゲ
イン調整用操作子３２の表示情報を振幅特性情報に変換するとともに各位相調整用操作子
３３の表示情報を位相特性情報に変換した後、それらの振幅特性情報と位相特性情報とに
基づき、逆ＦＦＴ等の演算を行うことによりフィルタ係数ｈｋを求め、それをＦＩＲフィ
ルタ１１に設定する。なお、各ゲイン調整用操作子３２の表示情報は、広い間隔の周波数
（前述のように例えば３１Ｈｚ、６２Ｈｚ、・・・・、８ｋＨｚ、１６ｋＨｚ）について
の情報であるため、演算制御部１２では、これらの周波数のすき間の周波数に関する振幅
情報（ゲイン）を補間して振幅特性情報を求める。同様に、各位相調整用操作子３３の表
示情報も、広い間隔の周波数（前述のように例えば３１Ｈｚ、６２Ｈｚ、・・・・、８ｋ
Ｈｚ、１６ｋＨｚ）についての情報であるため、演算制御部１２では、これらの周波数の
すき間の周波数に関する位相情報を補間して位相特性情報を求める。
【００３８】
　なお、一旦ゲインあるいは位相の設定を行い、次に設定を変更するとき、その変更前に
は、各ゲイン調整用操作子３２，各位相調整用操作子３３はその直前に設定されたときの
状態である変更前の状態が表示される。その状態から各操作子３２，３３を上下に移動さ
せて設定を変更する。このとき、各操作子３２，３３の位置に対応して表示される振幅特
性曲線３４及び位相特性曲線３５の他、変更前の振幅特性曲線３４ａ及び位相特性曲線３
５ａを表示しておくようにしてもよい。これにより、変更前の振幅特性及び位相特性と新
たに設定しようとする振幅特性及び位相特性との比較が容易になる。
【００３９】
　なお、各ゲイン調整用操作子３２，各位相調整用操作子３３は、上記のように画面上に
表示されるものではなく、操作者が実際に手で操作するハードウェアで構成されるように
してもよい。
【００４０】
　なお、振幅特性情報とは、例えば振幅特性曲線３４のグラフで示されるような振幅特性
を表す数値列のデータであり、位相特性情報とは、例えば位相特性曲線３５のグラフで示
されるような位相特性を表す数値列のデータである。
【００４１】
　（第２、第３構成例）
　図４は、第２構成例の操作入力部１３の表示画面を示す図である。
【００４２】
　この図４に示された表示画面４１の場合、その上半分の上部領域が振幅特性を指定する
ための領域（振幅特性表示領域）であり、下半分の下部領域が位相特性を指定するための
領域（位相特性表示領域）である。
【００４３】
　上部の振幅特性表示領域には、例えば可聴周波数の範囲内において設定される振幅特性
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を示すためのライン（振幅特性線）４２が表示される。このライン４２は、初期状態とし
て、例えば、可聴周波数の全範囲においてゲインが０に設定された状態である。あるいは
、これ以外の状態に設定されてあってもよい。操作者はスタイラスペンを用いて、ライン
４２の任意の箇所をドラッグすることにより所望の振幅特性を示すライン４２を形成する
。
【００４４】
　下部の位相特性表示領域には、例えば可聴周波数の範囲内において設定される位相特性
を示すためのライン（位相特性線）４３が表示される。このライン４３は、初期状態とし
て、例えば、可聴周波数の全範囲において位相が０に設定された状態である。あるいは、
これ以外の状態に設定されてあってもよい。操作者はスタイラスペンを用いて、ライン４
３の任意の箇所をドラッグすることにより所望の位相特性を示すライン４３を形成する。
【００４５】
　なお、上記の第２構成例の操作入力部１３では、任意のライン４２，４３を変形させて
所望の特性を示すライン４２，４３を形成するようにしたが、例えば、初期状態の表示画
面４１を、図４においてライン４２，４３以外のものが表示され、ライン４２，４３のみ
が表示されていない画面とし、操作者はスタイラスペンを用いて所望の特性を示すライン
４２，４３を描画するようにしてもよい（これを、第３構成例の操作入力部１３とする）
。
【００４６】
　以上に述べた図４に示す表示画面４１が表示される第２及び第３構成例の操作入力部１
３では、例えば表示画面４１上の「確定」ボタン（図示せず）をスタイラスペンで触れる
ことにより、ライン４２の表示情報と、ライン４３の表示情報とを演算制御部１２へ出力
する。これにより、ＦＩＲフィルタ１１に設定しようとする振幅特性と位相特性とが操作
入力部１３によって指定される。演算制御部１２では、ライン４２の表示情報を振幅特性
情報に変換するとともにライン４３の表示情報を位相特性情報に変換した後、それらの振
幅特性情報と位相特性情報とに基づき、逆ＦＦＴ等の演算を行うことによりフィルタ係数
ｈｋを求め、それをＦＩＲフィルタ１１に設定する。
【００４７】
　上記の図３、図４に示すような表示画面を表示するように構成された第１、第２及び第
３構成例の操作入力部１３を用いた場合には、操作者は、表示画面上で所望するＦＩＲフ
ィルタ１１の振幅特性と位相特性とを容易に指定することが可能になる。
【００４８】
　（第４構成例）
　次に、第４構成例について説明する。この第４構成例では、演算制御部１２には、例え
ば演算制御部１２を構成するマイクロコンピュータの内部メモリからなる記憶部を有して
おり、ここにＦＩＲフィルタ１１に関する複数の振幅特性情報と複数の位相特性情報とを
予め格納（記憶）しておく。そして、操作入力部１３を操作することによって、記憶部に
格納されたものの中から所望の振幅特性情報及び位相特性情報を選択するように構成され
ている。この第４構成例の場合の操作入力部１３には、例えば、複数の振幅特性のそれぞ
れに対応する振幅特性指定ボタン及び複数の位相特性のそれぞれに対応する位相特性指定
ボタンが設けられている。これらの指定ボタンは、押しボタン式等の実際に人間の手で選
択操作するものであってもよいし、タッチパネルに表示され、指やスタイラスペンで触れ
ることにより選択されるものであってもよく、いずれの場合も振幅特性及び位相特性を指
定するための操作が容易である。操作入力部１３では、選択された振幅特性指定ボタンに
対応する振幅特性の選択信号と、選択された位相特性指定ボタンに対応する位相特性の選
択信号とを演算制御部１２へ出力する。演算制御部１２では、それぞれの選択信号に対応
する振幅特性情報と位相特性情報とを記憶部から読み出し、それらの振幅特性情報と位相
特性情報とに基づき、逆ＦＦＴ等の演算を行うことによりフィルタ係数ｈｋを求め、それ
をＦＩＲフィルタ１１に設定する。
【００４９】
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　また、上記の第４構成例において、演算制御部１２内の記憶部の記憶している情報の書
き換えができるように操作入力部１３を構成しておいてもよい。例えば、演算制御部１２
の記憶部には、増幅器３やスピーカ４により構成される音響出力装置に応じたＦＩＲフィ
ルタ１１の振幅特性情報と位相特性情報とが記憶されている場合に、音響出力装置を他の
音響出力装置に変更した場合に、前記他の音響出力装置に応じたＦＩＲフィルタ１１の位
相特性情報及び振幅特性情報に書き換えるようにすればよい。この場合、操作入力部１３
に、フラッシュメモリ、ＣＤ等の記録媒体の情報を読み取る読取り手段を設けておき、記
録媒体から読み取った新しい振幅特性情報と位相特性情報を記憶部に格納（記憶）するよ
うに構成すればよい。記録媒体は、音響調整装置あるいは音響装置の製造会社等から配布
されたものであってもよいし、ユーザがパソコン（パーソナルコンピュータ）を操作して
音響調整装置あるいは音響装置の製造会社等のホストコンピュータから、新しい振幅特性
情報と位相特性情報のファイルをダウンロードして記録媒体に記録したものであってもよ
い。
【００５０】
　（第５構成例）
　次に、第５構成例について説明する。この第５構成例では、操作入力部１３には、例え
ば、ＦＩＲフィルタ１１の初期状態（例えばゲインが０）あるいは直前に設定された振幅
特性から、予め設定された複数の周波数の各々におけるゲインを増加するための振幅増加
周波数指定ボタン及びゲインを減少するための振幅減少周波数指定ボタンが各周波数に対
応して設けられているとともに、ＦＩＲフィルタ１１の初期状態（例えば位相が０）ある
いは直前に設定された位相特性から、予め設定された複数の周波数の各々における位相を
進めるための位相進相周波数指定ボタン及び位相を遅らせるための位相遅相周波数指定ボ
タンが各周波数に対応して設けられている。上記の予め設定された複数の周波数が１０個
とした場合には、振幅増加周波数指定ボタン、振幅減少周波数指定ボタン、位相進相周波
数指定ボタン及び位相遅相周波数指定ボタンがそれぞれ１０個ずつ設けられ、それぞれの
指定ボタンは、例えば、３１Ｈｚ、６２Ｈｚ、１２５Ｈｚ、２５０Ｈｚ、５００Ｈｚ、１
ｋＨｚ、２ｋＨｚ、４ｋＨｚ、８ｋＨｚ、１６ｋＨｚの周波数のものに対応する。これら
の指定ボタンは、押しボタン式等の実際に人間の手で選択操作するものであってもよいし
、タッチパネルに表示され、指やスタイラスペンで触れることにより選択されるものであ
ってもよい。
【００５１】
　この場合、操作入力部１３では、ある振幅増加周波数指定ボタンがｎ回選択操作される
と、選択された振幅増加周波数指定ボタンに対応する選択信号を演算制御部１２へｎ回出
力し、ある振幅減少周波数指定ボタンがｎ回選択操作されると、選択された振幅減少周波
数指定ボタンに対応する選択信号を演算制御部１２へｎ回出力する。また、ある位相進相
周波数指定ボタンがｎ回選択操作されると、選択された位相進相周波数指定ボタンに対応
する選択信号を演算制御部１２へｎ回出力し、ある位相遅相周波数指定ボタンがｎ回選択
操作されると、選択された位相遅相周波数指定ボタンに対応する選択信号を演算制御部１
２へｎ回出力する。
【００５２】
　演算制御部１２では、直前に設定されているＦＩＲフィルタ１１の振幅特性に対して、
選択信号がｎ回出力された振幅増加周波数指定ボタンに対応する周波数のゲインを所定値
×ｎの分増加させるとともに、選択信号がｎ回出力された振幅減少周波数指定ボタンに対
応する周波数のゲインを所定値×ｎの分減少させることにより変更後の振幅特性を定める
情報を求め、その情報に基づいて振幅特性情報を求める。上記所定値は、予め定められた
値である。各振幅増加周波数指定ボタン及び振幅減少周波数指定ボタンの選択信号によっ
て得られる変更後の振幅特性を定める情報は、広い間隔の周波数（前述のように例えば３
１Ｈｚ、６２Ｈｚ、・・・・、８ｋＨｚ、１６ｋＨｚ）についての情報であるため、演算
制御部１２では、これらの周波数のすき間の周波数に関する振幅情報（ゲイン）を補間し
て振幅特性情報を求める。
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【００５３】
　また、演算制御部１２では、直前に設定されているＦＩＲフィルタ１１の位相特性に対
して、選択信号がｎ回出力された位相進相周波数指定ボタンに対応する周波数の位相を所
定角度×ｎの分進めるとともに、選択信号がｎ回出力された位相遅相周波数指定ボタンに
対応する周波数の位相を所定角度×ｎの分遅らせることにより変更後の位相特性を定める
情報を求め、その情報に基づいて位相特性情報を求める。上記所定角度は、予め定められ
た値である。各位相進相周波数指定ボタン及び位相遅相周波数指定ボタンの選択信号によ
って得られる変更後の位相特性を定める情報は、広い間隔の周波数（前述のように例えば
３１Ｈｚ、６２Ｈｚ、・・・・、８ｋＨｚ、１６ｋＨｚ）についての情報であるため、演
算制御部１２では、これらの周波数のすき間の周波数に関する位相情報を補間して位相特
性情報を求める。
【００５４】
　さらに、演算制御部１２では、上記のようにして求めた振幅特性情報と位相特性情報と
に基づき、逆ＦＦＴ等の演算を行うことによりフィルタ係数ｈｋを求め、それをＦＩＲフ
ィルタ１１に設定する。
【００５５】
　この第５構成例の操作入力部１３を用いた場合、振幅を変更したい周波数に対応する振
幅増加周波数指定ボタン及び振幅減少周波数指定ボタンを押す等の簡単な操作によってＦ
ＩＲフィルタ１１の振幅特性を変更することができる。また、位相を変更したい周波数に
対応する位相進相周波数指定ボタン及び位相遅相周波数指定ボタンを押す等の簡単な操作
によってＦＩＲフィルタ１１の位相特性を変更することができる。
【００５６】
　（第６構成例）
　図５は、第６構成例の操作入力部１３の表示画面を示す図である。
【００５７】
　ここでは、操作入力部１３は、例えば、表示画面１０１を有する液晶ディスプレイと、
キーボード及びマウス等を用いて構成される。
【００５８】
　この図５に示された表示画面１０１の場合、その画面の左側領域に振幅特性曲線１０２
等を表示する振幅特性表示領域が配置され、画面の右側領域に位相特性曲線１０３等を表
示する位相特性表示領域が配置されている。
【００５９】
　振幅特性表示領域の下方には、設定ポイント番号（Ｎｏ．）、中心周波数（ｆ）、周波
数帯域幅（Ｑ）、中心周波数におけるゲイン（Ｇ）を指定するためのそれぞれの操作ボタ
ン１０４ａ、１０４ｂ、１０５ａ、１０５ｂ、１０６ａ、１０６ｂ、１０７ａ、１０７ｂ
と、指定された値が表示されるボックス１０４、１０５、１０６、１０７とが表示されて
いる。同様に、位相特性表示領域の下方には、設定ポイント番号（Ｎｏ．）、中心周波数
（ｆ）、周波数帯域幅（Ｑ）、中心周波数における角度（Ｄ）を指定するためのそれぞれ
の操作ボタン１０８ａ、１０８ｂ、１０９ａ、１０９ｂ、１１０ａ、１１０ｂ、１１１ａ
、１１１ｂと、指定された値が表示されるボックス１０８、１０９、１１０、１１１とが
表示されている。
【００６０】
　操作者は、所望の振幅特性となるように、各設定ポイント番号（例えば、１、２、３、
・・・）ごとに、中心周波数、周波数帯域幅、中心周波数におけるゲインを設定する。操
作者は、例えばマウスを用いて、増加ボタン１０４ａ及び減少ボタン１０４ｂをクリック
することで、ボックス１０４に表示される設定ポイント番号を増加及び減少させることが
できる。また、増加ボタン１０５ａ及び減少ボタン１０５ｂをクリックすることで、ボッ
クス１０５に表示される中心周波数を増加及び減少させることができる。また、増加ボタ
ン１０６ａ及び減少ボタン１０６ｂをクリックすることで、ボックス１０６に表示される
周波数帯域幅を増加及び減少させることができる。また、増加ボタン１０７ａ及び減少ボ
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タン１０７ｂをクリックすることで、ボックス１０７に表示されるゲインを増加及び減少
させることができる。
【００６１】
　操作入力部１３では、以上の操作により設定される各設定ポイント番号ごとの、中心周
波数、周波数帯域幅及びゲインからなる各振幅設定情報を、演算制御部１２へ出力する。
演算制御部１２では、各振幅設定情報に基づいて振幅特性情報を求める。この振幅特性情
報に基づいて振幅特性曲線１０２を表示するための表示情報を作成し、操作入力部１３の
表示画面１０１に振幅特性曲線１０２を表示させる。
【００６２】
　また操作者は、所望の位相特性となるように、各設定ポイント番号（例えば、１、２、
３、・・・）ごとに、中心周波数、周波数帯域幅、中心周波数における角度を設定する。
操作者は、例えばマウスを用いて、増加ボタン１０８ａ及び減少ボタン１０８ｂをクリッ
クすることで、ボックス１０８に表示される設定ポイント番号を増加及び減少させること
ができる。また、増加ボタン１０９ａ及び減少ボタン１０９ｂをクリックすることで、ボ
ックス１０９に表示される中心周波数を増加及び減少させることができる。また、増加ボ
タン１１０ａ及び減少ボタン１１０ｂをクリックすることで、ボックス１１０に表示され
る周波数帯域幅を増加及び減少させることができる。また、増加ボタン１１１ａ及び減少
ボタン１１１ｂをクリックすることで、ボックス１１１に表示される角度を増加及び減少
させることができる。
【００６３】
　操作入力部１３では、以上の操作により設定される各設定ポイント番号ごとの、中心周
波数、周波数帯域幅及び角度からなる各位相設定情報を、演算制御部１２へ出力する。演
算制御部１２では、各位相設定情報に基づいて位相特性情報を求める。この位相特性情報
に基づいて位相特性曲線１０３を表示するための表示情報を作成し、操作入力部１３の表
示画面１０１に位相特性曲線１０３を表示させる。
【００６４】
　さらに、演算制御部１２では、求めた振幅特性情報と位相特性情報とに基づき、逆ＦＦ
Ｔ等の演算を行うことによりフィルタ係数ｈｋを求め、それをＦＩＲフィルタ１１に設定
する。
【００６５】
　また、設定を変更するための操作中に、その変更前の振幅特性曲線１０２ａ及び位相特
性曲線１０３ａを表示しておくようにしてもよい。これにより、変更前の振幅特性及び位
相特性と新たに設定しようとする振幅特性及び位相特性との比較が容易になる。
【００６６】
　また、設定を変更するための操作中に、表示画面１０１の振幅特性表示領域に目標とす
る振幅特性曲線を表示し、位相特性表示領域に目標とする位相特性曲線を表示しておくよ
うにしてもよい。これにより、目標とする振幅特性曲線及び目標とする位相特性曲線と重
なるように振幅特性曲線及び位相特性曲線を作成することで、これらの作成が容易になる
。
【００６７】
　なお、振幅特性を設定するための操作ボタン（１０４ａ、１０４ｂ）、（１０５ａ、１
０５ｂ）、（１０６ａ、１０６ｂ）、（１０７ａ、１０７ｂ）及び、位相特性を設定する
ための操作ボタン（１０８ａ、１０８ｂ）、（１０９ａ、１０９ｂ）、（１１０ａ、１１
０ｂ）、（１１１ａ、１１１ｂ）に代えて、例えば図３の操作子３２、３３で示されるよ
うなスライドバー等を用いてもよい。さらに、これらの操作ボタンやスライドバー等の操
作子は、上記のように画面上に表示されるものではなく、操作者が実際に手で操作する、
ハードウェアで構成されるようにしてもよい。
【００６８】
　（第７構成例）
　図６は、第７構成例の操作入力部１３の表示画面を示す図である。
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【００６９】
　この図６に示された表示画面１３１の場合、その上部領域が指定する振幅特性を示す振
幅特性曲線を作成するための振幅特性描画領域であり、下部領域が指定する位相特性を示
す位相特性曲線を作成するための位相特性描画領域である。
【００７０】
　操作入力部１３は、例えば、表示画面１３１を有する液晶ディスプレイと、キーボード
及びマウス等を用いて構成される。
【００７１】
　操作入力部１３によって操作開始の指令を与えると、表示画面１３１の振幅特性描画領
域において、周波数軸上の所定の周波数の位置に、予め定めた形状及び大きさの山形の振
幅特性曲線１４１が表示されるとともに、位相特性描画領域においても同様に、予め定め
た形状及び大きさの山形の位相特性曲線１５１が表示される。
【００７２】
　振幅特性曲線１４１は、２つの操作子１４２、１４３を有している。操作子１４２は振
幅特性曲線１４１の中央のピーク位置に設けられており、操作子１４３は振幅特性曲線１
４１の中途の位置に設けられている。操作子１４２は、マウスによってカーソルを操作子
１４２に合わせて画面の上下方向及び左右方向に移動（ドラッグ）させることができる。
また、操作子１４３は、マウスによってカーソルを操作子１４３に合わせて画面の左右方
向に移動（ドラッグ）させることができる。
【００７３】
　操作子１４２を上下方向に移動させることで振幅特性曲線１４１のピークのゲインを調
整することができる。例えば、振幅特性曲線１４１の操作子１４２を上方向にドラッグす
ると、例えば振幅特性曲線１４１ａで示すように相似形の状態に拡大し、マウスの釦を離
すと、即ちドロップすると、その位置で拡大を停止させる。また、操作子１４２を下方に
ドラッグすると、図示していないが、振幅特性曲線１４１を相似形の状態で縮小する。
【００７４】
　また、操作子１４２を左右方向に移動させることで振幅特性曲線１４１のピークのゲイ
ンとなる周波数（中心周波数）を変更することができる。例えば拡大された振幅特性曲線
１４１ａの操作子１４２を右方向にドラッグすると、例えば振幅特性曲線１４１ｂで示す
ように振幅特性曲線１４１ａが水平方向に移動し、ドロップした点で移動が停止する。
【００７５】
　操作子１４３を左右方向に移動させることで振幅特性曲線１４１の周波数帯域幅を変更
することができる。例えば最大ゲイン及びその周波数が移動された振幅特性曲線１４１ｂ
の操作子１４３を右方向に向かって水平にドラッグすると、振幅特性曲線１４１ｃとして
示すように、振幅特性曲線の傾きが緩やかになる。即ち、周波数帯域幅が大きくなる。ま
た、操作子１４３を左方向にドラッグすると、振幅特性曲線１４１の傾きは急峻となる。
即ち、周波数帯域幅が小さくなる。このような傾きの変更は、ドロップするまで継続する
。
【００７６】
　以上のような操作によって振幅特性曲線を作成することにより、１つの設定ポイントに
おける、中心周波数、周波数帯域幅及びゲインからなる振幅設定情報が決められる。また
、以上のような操作を例えば複数回繰り返すことにより、例えば可聴周波数範囲における
振幅特性曲線を作成（描画）し、それに対応する複数の設定ポイントの各々における、中
心周波数、周波数帯域幅及び中心周波数におけるゲインからなる振幅設定情報が決められ
る。
【００７７】
　また、位相特性曲線１５１も、２つの操作子１５２、１５３を有している。操作子１５
２は、位相特性曲線１５１の中央のピーク位置に設けられており、操作子１５３は位相特
性曲線１５１の中途の位置に設けられている。操作子１５２は、マウスによってカーソル
を操作子１５２に合わせて画面の上下方向及び左右方向に移動（ドラッグ）させることが
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できる。また、操作子１５３は、マウスによってカーソルを操作子１５３に合わせて画面
の左右方向に移動（ドラッグ）させることができる。
【００７８】
　操作子１５２を上下方向に移動させることで位相特性曲線１５１のピークの角度（位相
）を調整することができる。例えば、位相特性曲線１５１の操作子１５２を上方向にドラ
ッグすると、例えば位相特性曲線１５１ａで示すように相似形の状態に拡大し、ドロップ
すると、その位置で拡大を停止させる。また、操作子１５２を下方にドラッグすると、図
示していないが、位相特性曲線１５１を相似形の状態で縮小する。
【００７９】
　また、操作子１５２を左右方向に移動させることで位相特性曲線１５１のピークの角度
となる周波数（中心周波数）を変更することができる。例えば拡大された位相特性曲線１
５１ａの操作子１５２を右方向にドラッグすると、例えば位相特性曲線１５１ｂで示すよ
うに位相特性曲線１５１ａが水平方向に移動し、ドロップした点で移動が停止する。
【００８０】
　操作子１５３を左右方向に移動させることで位相特性曲線１５１の周波数帯域幅を変更
することができる。例えば最大角度及びその周波数が移動された位相特性曲線１５１ｂの
操作子１５３を右方向に向かって水平にドラッグすると、位相特性曲線１５１ｃとして示
すように、位相特性曲線の傾きが緩やかになる。即ち、周波数帯域幅が大きくなる。また
、操作子１５３を左方向にドラッグすると、位相特性曲線１５１の傾きは急峻となる。即
ち、周波数帯域幅が小さくなる。このような傾きの変更は、ドロップするまで継続する。
【００８１】
　以上のような操作によって位相特性曲線を作成することにより、１つの設定ポイントに
おける、中心周波数、周波数帯域幅及びゲインからなる位相設定情報が決められる。また
、以上のような操作を例えば複数回繰り返すことにより、例えば可聴周波数範囲における
位相特性曲線を作成（描画）し、それに対応する複数の設定ポイントの各々における、中
心周波数、周波数帯域幅及び中心周波数における角度からなる位相設定情報が決められる
。
【００８２】
　操作入力部１３では、以上の操作により設定された各設定ポイントにおける振幅設定情
報及び各設定ポイントにおける位相設定情報を、演算制御部１２へ出力する。演算制御部
１２では、各振幅設定情報に基づいて振幅特性情報を求めるとともに各位相設定情報に基
づいて位相特性情報を求め、求めた振幅特性情報と位相特性情報とに基づき、逆ＦＦＴ等
の演算を行うことによりフィルタ係数ｈｋを求め、それをＦＩＲフィルタ１１に設定する
。
【００８３】
　また、設定を変更するための操作中に、表示画面１３１の振幅特性描画領域に変更前の
振幅特性曲線を表示し、位相特性描画領域に変更前の位相特性曲線を表示しておくように
してもよい。これにより、変更前の振幅特性及び位相特性と新たに設定しようとする振幅
特性及び位相特性との比較が容易になる。
【００８４】
　また、設定を変更するための操作中に、表示画面１３１の振幅特性描画領域に目標とす
る振幅特性曲線を表示し、位相特性描画領域に目標とする位相特性曲線を表示しておくよ
うにしてもよい。これにより、目標とする振幅特性曲線及び目標とする位相特性曲線と重
なるように振幅特性曲線及び位相特性曲線を作成することで、これらの作成が容易になる
。この場合、目標とする振幅特性曲線及び目標とする位相特性曲線を表示するための情報
は、例えば、演算制御部１２の記憶部に格納されている。
【００８５】
　（第８構成例）
　図７は、第８構成例の操作入力部１３の表示画面を示す図である。
【００８６】
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　ここでは、操作入力部１３は、例えば、表示画面１６１を有する液晶ディスプレイと、
キーボード及びマウス等を用いて構成される。
【００８７】
　この図７に示された表示画面１６１の場合、それぞれ表形式の振幅特性設定ファイル及
び位相特性設定ファイルが表示される。これら両方のファイルの設定ポイント番号（Ｎｏ
．）は、１、２、３、・・・の順に予め表示されるようになっている。
【００８８】
　操作者は、例えばキーボード等を操作して、振幅特性設定ファイルの中心周波数（ｆ）
、周波数帯域幅（Ｑ）、中心周波数におけるゲイン（Ｇ）の欄に所望の値を入力する。同
様に、位相特性設定ファイルの中心周波数（ｆ）、周波数帯域幅（Ｑ）、中心周波数にお
ける角度（Ｄ）の欄に所望の値を入力する。
【００８９】
　操作入力部１３では、振幅特性設定ファイルに入力された各設定ポイント番号ごとの、
中心周波数、周波数帯域幅及びゲインからなる各振幅設定情報と、位相特性設定ファイル
に入力された各設定ポイント番号ごとの、中心周波数、周波数帯域幅及び角度からなる各
位相設定情報とを、演算制御部１２へ出力する。演算制御部１２では、各振幅設定情報に
基づいて振幅特性情報を求めるとともに、各位相設定情報に基づいて位相特性情報を求め
る。さらに、演算制御部１２では、求めた振幅特性情報と位相特性情報とに基づき、逆Ｆ
ＦＴ等の演算を行うことによりフィルタ係数ｈｋを求め、それをＦＩＲフィルタ１１に設
定する。
【００９０】
　なお、この第８構成例では、操作入力部１３にて、振幅特性設定ファイル及び位相特性
設定ファイルを作成するようにしたが、音響調整装置以外のパソコン等を用いて振幅特性
設定ファイル及び位相特性設定ファイルを作成し、音響調整装置にアップロードするよう
にすれば、音響調整装置の操作入力部１３に表示画面１６１を表示するためのディスプレ
イ等を備える必要がなく、音響調整装置を簡単な構成とし、小型化できる。
【００９１】
　また、音響調整装置以外のパソコンや設定用機器において、前述の図５や図６のような
表示画面を表示できる構成とし、第６、第７構成例と同様にして設定される振幅設定情報
及び位相設定情報をファイル化して振幅特性設定ファイル及び位相特性設定ファイルを作
成し、それらを音響調整装置にアップロードするようにしてもよい。
【００９２】
　また、演算制御部１２の記憶部に、複数の振幅特性に対応する複数の振幅特性設定ファ
イルの情報（複数の振幅特性特定情報）と、複数の位相特性に対応する複数の位相特性設
定ファイルの情報（複数の位相特性特定情報）とを予め格納しておき、先述の第４構成例
のように、操作入力部１３を、記憶部に格納されたものの中から所望の振幅特性特定情報
及び位相特性特定情報を選択するように構成してもよい。この場合、演算制御部１２では
、操作入力部１３の操作に応じて振幅特性特定情報と位相特性特定情報とを記憶部から読
み出し、読み出した振幅特性特定情報（１または複数の振幅設定情報からなる情報）に基
づいて振幅特性情報を求めるとともに、位相特性特定情報（１または複数の位相設定情報
からなる情報）に基づいて位相特性情報を求め、さらに、振幅特性情報と位相特性情報と
に基づいてフィルタ係数ｈｋを求め、それをＦＩＲフィルタ１１に設定する。
【００９３】
　以上、第１～第８構成例のいずれの場合でも、設定する周波数範囲において、例えば位
相特性を平坦にするためのボタン、メニュー等を設けておいてもよい。これにより平坦な
位相特性（例えば設定する全周波数範囲において角度が０）の設定が容易になる。同様に
、設定する周波数範囲において、例えば振幅特性を平坦にするためのボタン、メニュー等
を設けておいてもよい。これにより平坦な振幅特性（設定する周波数範囲において振幅が
一定）の設定が容易になる。
【００９４】
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　本実施形態では、フィルタ係数の設定により振幅特性と位相特性とをそれぞれ個別的に
設定することができるＦＩＲフィルタ１１を用い、そのＦＩＲフィルタ１１の振幅特性と
位相特性とを個別的に設定することにより聴取者の好みや種々の用途等に応じてスピーカ
４から出力される音質の調整を容易に行うことができる。特に、ある周波数の位相を遅ら
せる、あるいは進めることにより、スピーカ４から出力される音質の調整を行うことが可
能になる。
【００９５】
　上記のように本実施形態では、音響調整にＦＩＲフィルタ１１を用いている。つまりデ
ジタル信号処理の技術を用いている。
【００９６】
　そして、上記のような操作入力部１３を用いてＦＩＲフィルタ１１の位相特性を設定す
ることができるようにしているので、これまでの音響調整方法では実現することのできな
かったような種々の音響調整が可能となる。上記のようにＦＩＲフィルタ１１を用いてい
るため、任意の位相特性を設定することができる。つまり、各周波数毎に任意の位相特性
を持たせることができる。しかも、任意の周波数範囲においてのみ、位相特性を調整する
ということも可能である。例えば、１００Ｈｚから２００Ｈｚまでの周波数範囲において
のみ、入力された音声信号に対して位相の変化を施し、他の周波数範囲においては位相を
変化させないようにすることもできる。
【００９７】
　また、上記のような操作入力部１３を用いてＦＩＲフィルタ１１の位相特性と振幅特性
とを設定することができるようにしているので、位相特性と振幅特性の設定を、それぞれ
独立して行うことができる。つまり、ＦＩＲフィルタ１１に既に設定されている振幅特性
を変更させることなく、位相特性のみを既に設定されている特性（位相特性）から別の特
性（位相特性）に変更させることもできる。
【００９８】
　また、これとは反対に、ＦＩＲフィルタ１１に既に設定されている位相特性を変更させ
ることなく、振幅特性のみを既に設定されている特性（振幅特性）から別の特性（振幅特
性）に変更させることもできる。
【００９９】
　さらに、ＦＩＲフィルタ１１に既に設定されている位相特性と振幅特性の両方を、別の
特性に変更させることもできる。
【０１００】
　また、ＦＩＲフィルタ１１に対して、周波数によらず一定のゲインを与えるような振幅
特性を設定しておき、音声信号の位相特性のみに変化を与えるように、ＦＩＲフィルタ１
１の位相特性を設定することもできるし、ＦＩＲフィルタ１１に設定する位相特性を種々
に変更して行くこともできる。
【０１０１】
　特に、振幅を変化させずに位相を進めることにより、位相を進めた帯域の音がより強調
された聞こえ方になり、かつ騒々しく聞こえなくなるなど従来では実現できなかった調整
ができるようになる。さらに、振幅特性の変更と組み合わせて位相特性を変更できるため
、それぞれに効果的な設定が可能となり、より複雑で自由な音響調整が可能となる。
【０１０２】
　また、ある所望の位相特性を、入力される音声信号に施したいような場合は、次のよう
にすればよい。つまり、増幅器３やスピーカ４により構成される音響出力装置と、ＦＩＲ
フィルタ１１との総合の位相特性が、前記所望の位相特性と同一となるように、ＦＩＲフ
ィルタ１１の位相特性を設定すればよいのである。より具体的に説明すると、増幅器３や
スピーカ４で構成される音響出力装置の位相特性と、前記所望の位相特性との差分を、Ｆ
ＩＲフィルタ１１の位相特性として設定すればよいのである。入力される音声信号に対し
て、振幅特性には変化を与えず、位相特性にのみ変化を与えるようにしてもよい。また、
位相特性を所望のものにすると同時に、入力される音声信号に対して所望の振幅特性を同
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時に施したいなら、増幅器３やスピーカ４で構成される音響出力装置の振幅特性と、前記
所望の振幅特性との差分を、ＦＩＲフィルタ１１の振幅特性として設定すればよい。
【０１０３】
　例えば、先述の第１構成例～第３構成例及び第６～第８構成例では、操作入力部１３に
よってＦＩＲフィルタ１１の位相特性及び振幅特性を指定するようにしたが、増幅器３や
スピーカ４により構成される音響出力装置とＦＩＲフィルタ１１との総合の位相特性及び
振幅特性を指定するように構成してもよい。この場合、演算制御部１２の記憶部に、音響
出力装置の位相特性情報と振幅特性情報とを格納しておく。そして、演算制御部１２にお
いて、操作入力部１３によって指定された位相特性を表す情報と音響出力装置の位相特性
情報との差分を求め、それをＦＩＲフィルタ１１の位相特性情報とし、表示画面上で指定
された振幅特性を表す情報と音響出力装置の振幅特性情報との差分を求め、それをＦＩＲ
フィルタ１１の振幅特性情報とする。さらに、演算制御部１２では、上記のようにして求
めたＦＩＲフィルタ１１の振幅特性情報と位相特性情報とに基づき、逆ＦＦＴ等の演算を
行うことによりフィルタ係数ｈｋを求め、それをＦＩＲフィルタ１１に設定する。
【０１０４】
　この場合、演算制御部１２の記憶部に記憶されている音響出力装置の位相特性情報と振
幅特性情報とは、増幅器３及びスピーカ４により構成される音響出力装置の特性を、公知
の測定手段で測定することによって得た情報である。演算制御部１２では、記憶部に記憶
している情報の書き換えが可能であり、音響出力装置を他の音響出力装置に変更した場合
に、前記他の音響出力装置の位相特性情報及び振幅特性情報を記憶部に記憶して用いれば
よい。この場合、例えば、操作入力部１３に、フラッシュメモリ、ＣＤ等の記録媒体の情
報を読み取る読取り手段を設けておき、記録媒体から読み取った他の音響出力装置の振幅
特性情報と位相特性情報を記憶部に格納（記憶）するように構成すればよい。記録媒体は
、音響調整装置あるいは音響装置の製造会社等から配布されたものであってもよいし、ユ
ーザがパソコン（パーソナルコンピュータ）を操作して音響調整装置あるいは音響装置の
製造会社等のホストコンピュータから、新しい振幅特性情報と位相特性情報のファイルを
ダウンロードして記録媒体に記録したものであってもよい。
【０１０５】
　また、先述の第４構成例では、操作入力部１３の複数の位相特性指定ボタン及び複数の
振幅特性指定ボタンをＦＩＲフィルタ１１の位相特性及び振幅特性を指定（選択）するた
めに用いるように構成したが、音響出力装置とＦＩＲフィルタ１１との総合の位相特性及
び振幅特性を指定（選択）するために用いるように構成してもよい。この場合、演算制御
部１２の記憶部に、複数の位相特性指定ボタン及び複数の振幅特性指定ボタンによって指
定される音響出力装置とＦＩＲフィルタ１１との総合の位相特性情報及び振幅特性情報と
、音響出力装置の位相特性情報及び振幅特性情報とを格納しておく。そして、演算制御部
１２において、位相特性指定ボタンによって指定された位相特性情報と音響出力装置の位
相特性情報との差分を求め、それをＦＩＲフィルタ１１の位相特性情報とし、振幅特性指
定ボタンによって指定された振幅特性情報と音響出力装置の振幅特性情報との差分を求め
、それをＦＩＲフィルタ１１の振幅特性情報とする。さらに、演算制御部１２では、上記
のようにして求めたＦＩＲフィルタ１１の振幅特性情報と位相特性情報とに基づき、逆Ｆ
ＦＴ等の演算を行うことによりフィルタ係数ｈｋを求め、それをＦＩＲフィルタ１１に設
定する。
【０１０６】
　この場合、演算制御部１２の記憶部に記憶されている音響出力装置の位相特性情報と振
幅特性情報とは、増幅器３及びスピーカ４により構成される音響出力装置の特性を、公知
の測定手段で測定することによって得た情報である。演算制御部１２では、記憶部に記憶
している情報の書き換えが可能であり、音響出力装置を他の音響出力装置に変更した場合
に、前記他の音響出力装置の位相特性情報及び振幅特性情報を記憶部に記憶して用いれば
よい。また、位相特性指定ボタン及び振幅特性指定ボタンによって指定される音響出力装
置とＦＩＲフィルタ１１との総合の位相特性及び振幅特性の情報も書き換えることができ
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る。このように記憶部の情報を書き換えるための構成は、前述の場合と同様、操作入力部
１３に、フラッシュメモリ、ＣＤ等の記録媒体の情報を読み取る読取り手段を設けておき
、記録媒体から読み取った新しい情報を記憶部に格納（記憶）するように構成すればよい
。
【０１０７】
　ここで、演算制御部１２の記憶部に格納される、音響出力装置とＦＩＲフィルタ１１と
の総合の位相特性及び振幅特性の情報は、音響装置が用いられる各種の用途に応じた位相
特性や振幅特性の情報である。このような情報としては、例えば、音響装置を用いて演説
を行う場合、すなわち、入力端子ＩＮにマイクロホンからの音声信号がＡ／Ｄ変換されて
入力されるように構成され、そのマイクロホンを用いて演説する場合に、演説者の話声を
明瞭に聴取者に聞かせるのに適した位相特性情報や振幅特性情報がある。また、音響装置
を用いて非常用の放送を行う場合、すなわち、入力端子ＩＮにＣＤプレーヤ等の記録媒体
再生装置から出力されるデジタル音声信号が入力されるように構成され、非常用のアナウ
ンスが放送される場合に、聴取者がその非常用のアナウンスの内容を聞き取りやすい等、
それに適した位相特性情報や振幅特性情報がある。また、音響装置を用いて音楽（ＢＧＭ
）を流す場合、すなわち、入力端子ＩＮにＣＤプレーヤ等の記録媒体再生装置から出力さ
れるデジタル音声信号が入力されるように構成され、楽曲等が放送される場合に、その放
送が耳障りにならない等、それに適した位相特性情報や振幅特性情報などがある。
【０１０８】
　また、このような演算制御部１２の記憶部に格納される情報は、「スピーチ用の情報」
、「音楽（ポップス）用の情報」、「音楽（ロック）用の情報」といった音源別に分類さ
れた情報として記憶されて選択されるようにしてあってもよいし、「店舗のＢＧＭ用の情
報」、「音楽鑑賞用の情報」及び「街頭演説用の情報」といった用途別に分類された情報
として記憶されて選択されるようにしてあってもよいし、「はっきり」、「柔らかに」と
いったイメージ別に分類された情報として記憶されて選択されるようにしてあってもよい
。
【０１０９】
　また、スピーカ４以外の他の特定のスピーカの位相特性を、音響調整装置１を用いて模
擬することもできる。そのためには、スピーカ４と音響調整装置１との総合の位相特性が
、前記他の特定のスピーカの位相特性と同一となるように、音響調整装置１の位相特性を
設定すればよい。
【０１１０】
　つまり、他の特定のスピーカの位相特性と、既設のスピーカ４の位相特性とがわかって
いれば、それらのスピーカの位相特性の差分をＦＩＲフィルタ１１の位相特性として設定
することにより、既設のスピーカ４にて他の特定のスピーカの位相特性を模倣することが
できる。ここで、振幅特性については必ずしも、他の特定のスピーカの振幅特性と既設の
スピーカ４の振幅特性との差分がＦＩＲフィルタ１１の振幅特性と等しくなるように設定
しなくても、他の特定のスピーカの位相特性と既設のスピーカ４の位相特性との差分がＦ
ＩＲフィルタ１１の位相特性と等しくなるように設定することにより、既設のスピーカ４
にて他の特定のスピーカをある程度模倣することができる。
【０１１１】
　なお、他の特定のスピーカの振幅特性と、既設のスピーカ４の振幅特性とがわかってい
る場合に、それらのスピーカの振幅特性の差分をＦＩＲフィルタ１１の振幅特性として設
定して、既設のスピーカ４にて他の特定のスピーカの位相特性のみならず、振幅特性も併
せて模倣するようにしてもよい。
【０１１２】
　演算制御部１２は、前述のように記憶部を有しており、ここにスピーカの周波数特性情
報等を格納することができるようになっている。
【０１１３】
　演算制御部１２の記憶部には、スピーカ４の位相特性情報と振幅特性情報とが格納され
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ている。この位相特性情報と振幅特性情報とは、スピーカ４の特性を、公知の測定手段で
測定することによって得た情報である。
【０１１４】
　また、スピーカ４ではない、他の特定のスピーカの位相特性情報と振幅特性情報も、演
算制御部１２の記憶部に格納されている。この位相特性情報と振幅特性情報も、該他の特
定のスピーカの特性を、公知の測定手段で測定することによって得た情報である。
【０１１５】
　このように演算制御部１２は、ＦＩＲフィルタ１１とスピーカ４とによって、他の特定
のスピーカの位相特性や振幅特性を模擬するのに必要な情報を、全て有している。そして
、これらの情報から、演算制御部１２が、ＦＩＲフィルタ１１に設定すべき位相特性情報
や振幅特性情報を算出し、さらにフィルタ係数を算出し、ＦＩＲフィルタ１１に設定する
ことによって、既設のスピーカ４にて他の特定のスピーカを模倣することができる。この
場合、他の特定のスピーカの位相特性や振幅特性を模擬するのに必要な情報を、演算制御
部１２の記憶部に予め格納しておくことにより、操作入力部１３を用いることなく、すな
わち、操作入力部１３が無い構成であっても、既設のスピーカ４にて他の特定のスピーカ
を模倣することが可能である。また、演算制御部１２の記憶部に、上記のＦＩＲフィルタ
１１に設定すべき位相特性情報や振幅特性情報に基づいて算出できるフィルタ係数を予め
記憶しておけば、演算制御部１２ではそのフィルタ係数をＦＩＲフィルタ１１に設定する
だけで、既設のスピーカ４にて他の特定のスピーカを模倣することができる。
【０１１６】
　以上に述べたように、演算制御部１２の記憶部には、スピーカの特性の情報や、音響装
置の各種の用途に応じた所望の特性（位相特性や振幅特性）の情報を格納することができ
る。例えば、音響装置を用いて演説を行う場合は、演説者の音声が聴取者に明瞭に聞こえ
ることが重要である。話声を明瞭に聴取者に聞かせるのに適した位相特性情報や振幅特性
情報を演算制御部１２の記憶部に格納しておけば、音響装置の用途（演目）に応じた位相
特性や振幅特性をＦＩＲフィルタ１１に設定することができる。演算制御部１２の記憶部
に、例えば、話声を明瞭に聞かせるのに適した位相特性情報や振幅特性情報と、増幅器３
やスピーカ４により構成される音響出力装置の位相特性情報や振幅特性情報とを予め格納
しておけば、話声を明瞭に聞かせるのに適した位相特性や振幅特性が、ＦＩＲフィルタ１
１と音響出力装置との総合された位相特性や振幅特性によって実現されるように、演算制
御部１２が、ＦＩＲフィルタ１１に設定すべき位相特性情報や振幅特性情報を算出し、さ
らにフィルタ係数を算出し、ＦＩＲフィルタ１１に設定することによって、話声を明瞭に
聞かせるのに適した位相特性や振幅特性を実現することができる。この場合、話声を明瞭
に聞かせるのに適した位相特性や振幅特性を実現するのに必要な情報を、演算制御部１２
の記憶部に予め格納しておくことにより、操作入力部１３を用いることなく、すなわち、
操作入力部１３が無い構成であっても、話声を明瞭に聞かせるのに適した位相特性や振幅
特性を実現することが可能である。また、演算制御部１２の記憶部に、上記のＦＩＲフィ
ルタ１１に設定すべき位相特性情報や振幅特性情報に基づいて算出できるフィルタ係数を
予め記憶しておけば、演算制御部１２ではそのフィルタ係数をＦＩＲフィルタ１１に設定
するだけで、話声を明瞭に聞かせるのに適した位相特性や振幅特性を実現することができ
る。同様に、音響装置を用いて非常用の放送を行う場合や、音響装置を用いて音楽（ＢＧ
Ｍ）を流す場合なども、それぞれの場合に適した位相特性情報や振幅特性情報を演算制御
部１２の記憶部に格納しておけば、音響装置の用途に応じた位相特性や振幅特性をＦＩＲ
フィルタ１１に設定することができる。
【０１１７】
　なお、上記の実施形態において、音響調整装置１にＤ／Ａ変換器２を含めてもよい。ま
た、入力端子ＩＮにアナログ音声信号が入力される場合には、入力端子ＩＮとＦＩＲフィ
ルタ１１との間にＡ／Ｄ（アナログ／デジタル）変換器を挿入すればよいが、このＡ／Ｄ
変換器を音響調整装置１に含めてもよい。
【０１１８】
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　また、音響調整装置１において、ＦＩＲフィルタ１１に入出力される音声信号の振幅特
性を変化させずに、位相特性のみを調整するように構成してもよい。この場合、操作入力
部１３において、ＦＩＲフィルタ１１の振幅特性を調整するための構成は不要である。
【０１１９】
　上記説明から、当業者にとっては、本発明の多くの改良や他の実施形態が明らかである
。従って、上記説明は、例示としてのみ解釈されるべきであり、本発明を実行する最良の
態様を当業者に教示する目的で提供されたものである。本発明の精神を逸脱することなく
、その構造及び／又は機能の詳細を実質的に変更できる。
【産業上の利用可能性】
【０１２０】
　本発明は、聴取者の好みや種々の用途等に応じて音質の調整を容易に行うための音響調
整方法として有用である。
【符号の説明】
【０１２１】
　１　音響調整装置
　２　Ｄ／Ａ変換器
　３　増幅器
　４　スピーカ
１１　ＦＩＲフィルタ
１２　演算制御部
１３　操作入力部

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成25年1月18日(2013.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音声信号に所定の調整を施してから音響出力装置に入力する音響調整方法であって、
　前記調整において、表示装置の同一の画面上に位相周波数特性曲線と振幅周波数特性曲
線とを表示させ、前記位相周波数特性曲線によって表される位相周波数特性に基づいて前
記音声信号の位相周波数特性を振幅周波数特性とは独立して変更させるとともに、前記振
幅周波数特性曲線によって表される振幅周波数特性に基づいて前記音声信号の振幅周波数
特性を位相周波数特性とは独立して変更させるようにし、
　横軸を周波数とし、縦軸を位相とした第１のグラフ表示領域を前記画面上に表示させる
とともに、この第１のグラフ表示領域に前記位相周波数特性曲線を表示させ、この第１の
グラフ表示領域に表示された前記位相周波数特性曲線を変更させる操作のために用いられ
る第１の変更手段を前記画面上に表示させる、音響調整方法。
【請求項２】
　前記第１の変更手段を前記第１のグラフ表示領域に表示させる、請求項１に記載の音響
調整方法。
【請求項３】
　前記第１の変更手段は、前記第１のグラフ表示領域に表示された操作子であって、かつ
中心周波数と周波数帯域幅と中心周波数の位相角度とのそれぞれに対応する操作子からな
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り、前記操作子を操作することにより、中心周波数と周波数帯域幅と中心周波数の位相角
度とが１または複数組指定され、この指定により前記位相周波数特性曲線を表示させる、
請求項２に記載の音響調整方法。
【請求項４】
　前記第１のグラフ表示領域に表示された前記位相周波数特性曲線自体が前記第１の変更
手段である、請求項２に記載の音響調整方法。
【請求項５】
　音声信号に所定の調整を施してから音響出力装置に入力する音響調整方法であって、
　前記調整において、表示装置の同一の画面上に位相周波数特性曲線と振幅周波数特性曲
線とを表示させ、前記位相周波数特性曲線によって表される位相周波数特性に基づいて前
記音声信号の位相周波数特性を振幅周波数特性とは独立して変更させるとともに、前記振
幅周波数特性曲線によって表される振幅周波数特性に基づいて前記音声信号の振幅周波数
特性を位相周波数特性とは独立して変更させるようにし、
　横軸を周波数とし、縦軸を位相とした第１のグラフ表示領域を前記画面上に表示させ、
前記第１のグラフ表示領域に描画することにより前記位相周波数特性曲線を表示させる、
音響調整方法。
【請求項６】
　横軸を周波数とし、縦軸をゲインとした第２のグラフ表示領域を前記画面上に表示させ
るとともに、この第２のグラフ表示領域に前記振幅周波数特性曲線を表示させ、この第２
のグラフ表示領域に表示された前記振幅周波数特性曲線を変更させる操作のために用いら
れる第２の変更手段を前記画面上に表示させる、請求項１に記載の音響調整方法。
【請求項７】
　前記第２の変更手段を前記第２のグラフ表示領域に表示させる、請求項６に記載の音響
調整方法。
【請求項８】
　前記第２の変更手段は、前記第２のグラフ表示領域に表示された操作子であって、かつ
中心周波数と周波数帯域幅とゲインとのそれぞれに対応する操作子からなり、前記操作子
を操作することにより、中心周波数と周波数帯域幅とゲインとが１または複数組指定され
、この指定により前記振幅周波数特性曲線を表示させる、請求項７に記載の音響調整方法
。
【請求項９】
　前記第２のグラフ表示領域に表示された前記振幅周波数特性曲線自体が前記第２の変更
手段である、請求項７に記載の音響調整方法。
【請求項１０】
　横軸を周波数とし、縦軸をゲインとした第２のグラフ表示領域を前記画面上に表示させ
、前記第２のグラフ表示領域に描画することにより前記振幅周波数特性曲線を表示させる
、請求項５に記載の音響調整方法。
【請求項１１】
　前記音響出力装置がスピーカを有し、
　前記調整において、さらに、前記スピーカの位相周波数特性と総合することによって他
の特定のスピーカの位相周波数特性と同一となるような位相周波数特性に基づいて、前記
音声信号の位相周波数特性を変更させる、請求項１に記載の音響調整方法。
【請求項１２】
　前記音響出力装置がスピーカを有し、
　自身の位相周波数特性を振幅周波数特性とは独立して設定することができ、前記音声信
号を入力し前記調整を行わせるフィルタ装置を用意し、
　前記調整において、さらに、前記フィルタ装置と前記スピーカとの総合の位相周波数特
性が、他の特定のスピーカの位相周波数特性と同一となるように、前記フィルタ装置の位
相周波数特性を設定する、請求項１に記載の音響調整方法。
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